
1



2



第２四半期の業績は「増収増益」となりました。

売上高は、＋４４６億円増となりました。これは、「海外セグメント」にお
いて、昨年度第３四半期に連結子会社化した北米上流事業会社が、今年度は
上期から売上貢献していることが主な要因です。

営業費用は、＋５０８億円増となりました。これは、「ガスセグメント」
における原油価格上昇の影響等が主な要因です。

この結果、営業利益は▲６３億円減、経常利益は▲３４億円減とそれぞれ減
益したものの、特別損益において、昨年度は海外事業に関わる減損損失、
キャッスルトン・リソーシズ社の子会社化に伴う投資有価証券評価損等を合
計▲９１億円計上し、今年度は有価証券売却益＋２８億円を計上したことか
ら、＋１１９億円増となりました。

これらにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、＋４０億円増の
３１８億円となりました。
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ガス販売量についてご説明いたします。

第２四半期のガス販売量は、＋２．７％増となりました。
４月の高気温等、気温影響により家庭用で▲８．６％減少したものの、工業
用で＋１４．９％増となりました。これは主に発電専用の顧客獲得によるも
のです。

新型コロナ影響は、家庭用・業務用・卸における「その他」に、一部含まれ
ており、家庭用においては、巣ごもりによる需要増が減少しました。また、
業務用においても、緊急事態宣言延長等により、主に飲食店・ホテル等での
需要の回復が見られず、販売量は減少しました。
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電力販売量についてご説明いたします。

第２四半期の電力販売量は、全体では＋１２．２％増となりました。
小売においては、収益認識基準変更による販売量減があったものの、契約件
数の増加により、＋１．３％増となりました。卸他については、新電力等へ
の販売増加により＋１９．９％増となりました。
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セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント利
益とその増減を記載しております。

セグメント利益については、▲３９億円減となりました。「海外セグメン
ト」における＋８８億円増が全体利益を押し上げたものの、「ガスセグメン
ト」における▲１３４億円減により、全体で減益となりました。
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ガスセグメントの▲１３４億円の減益は、原料価格の変動に伴うスライドタ
イムラグの悪化による粗利減、減価償却費増等による固定費増が主な要因で
す。

電力セグメントは、小売り件数増等による増益があったものの、フレーム影
響等による粗利減により、▲４９億円の減益となりました。

海外セグメントは、油価が前年度と比べて低く推移したことに伴う上流プ
ロジェクトの利益減等があったものの、北米上流事業会社の連結化等による
増益により、＋８８億円の増益となりました。

不動産セグメントは、田町稼働にともなう賃貸料収入増等による利益増によ
り、＋４４億円の増益となりました。
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２０２１年度通期につきましては、「増収増益」と見通しております。見通
しの前提となる１０月以降の経済フレームは、原油価格については１バレル
６５ドルから７０ドルに変更しております。為替レートについては、１１０
円から変更はありません。

売上高は＋１８０億円増と見通しております。これは、「ガスセグメント」
における、原料費調整に伴う都市ガス単価増、都市ガス販売量増等が主な要
因です。

営業費用は＋１００億円増と見通しております。これも原油価格上昇の影
響、都市ガス販売量増等が主な要因です。

この結果、営業利益は＋８０億円増、経常利益は＋１００億円増となり、親
会社株主に帰属する当期純利益は、＋７０億円増の６７０億円と見通してお
ります。
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ガス販売量は、前回見通しとの対比で＋０．９％増を見込んでいます。主に
発電専用のお客さまにおける稼働増等、工業用における販売量増を見込んで
おります。

10



電力販売量についてご説明いたします。

電力販売量は、前回見通しとの対比で▲２．２％減を見通しており、主に卸
他の販売量減を見込んでおります。
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セグメント別の売上高および利益の見通しと、前回見通しに対する増減を記
載しております。

セグメント利益は前回見通しに対して＋８９億円増と見通しております。
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セグメント利益の主な増減要因について、説明いたします。

ガスセグメントは、都市ガス、ＬＮＧ販売は減益となるものの、トレーディ
ング等、それら以外の事業により＋３７億円の増益を見通しています。

トレーディングについては、「ティージーグローバルトレーディング社」を
通じて、取引量を拡大するとともに、足下のＬＮＧ市場の価格変動に適切に
対応することで増益を見込んでおりますが、今後の取引に影響があるため、
具体的な取引内容や量、利益額に関しては、開示を控えさせて頂きます。

電力セグメントは、主にフレーム影響に伴う粗利増により、＋３３億円の増
益を見通しています。

海外セグメントでは、フレーム変更に伴う豪州・北米上流プロジェクトの利
益増等により、＋５６億円の増益を見通しています。
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前年度実績との比較、主な増減要因について記載しております。セグメント
利益は、対前年＋２４６億円増と見通しております。
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前年度経常利益からの主な変化要素ごとの、利益増減見通しを図示ししてお
ります。
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２０２１年度におけるキャッシュフローの使途の見通しをお示ししておりま
す。
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連結ベースの主要計数を掲載しております。
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期末配当金の予想について、５円増額し、年間で６５円に修正致します。

今回の見通しと現時点の株数を踏まえ、総還元額は３３５億円、５円増配し
た場合の配当総額は２８８億円、総還元性向５割に基づく自社株取得額は４
７億円と見通しております。
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参考資料として経済フレーム感度表に加え、原油価格・為替レート、本年度
の本日までの主なプレスリリース、主な海外投資案件等を掲載しております
ので、ご参照ください。
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